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【対象】対象は、透析患者 192 例（男性 157 例, 女性 35 例, 年齢 55.8±9.4 歳）および健常者
282 例（男性 139 例, 女性 143 例, 年齢 56.0±9.5 歳）であった。性年齢をマッチした比較には
うち 96例を使用した。 








析の結果、透析患者の LF/HF は、QOL の要素である身体機能や精神的機能を表す項目が低い患者
では自律神経機能も低下していた。 
【結論】本研究では、透析患者の加速度脈波測定による自律神経機能が健常者と比較し低値であ
り、年齢依存的に低下する自律神経機能が、透析患者では、疲労度・QOLと関連することが示唆さ
れた。これにより自律神経機能の問題は特に、低QOLもしくは高疲労の透析患者で認められること
が明らかとなった。 
 
